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六限つこ なにがあつても

知恵とやさしさで

生き抜こう

6′2(上 )の青空の気持ちのいい日に、大原小学校体青館にて

120人 を超える大原小の子どもたちが集まつて、ドッジポールを

楽しみました。高学年と低学年にわかれて各 12人程のチーム

をつくり、ブロックごとの対戦をして、トーナメントで順位決定戦を

実施しました。今年は全試合でツフトタイプのボールを使い、突

き指もなく、子どもたちの実顔がたくさん見られれ た。来費の

々のチ…ムと

方々て編成したチームと低学年チームの試合は、和気あいあいとしていて、より良い交流とな

りました。待ち時間には、非常用持ち出し用品のことばを探す「大原子ども大会限定文字さが

しJを チームごとにトライ。昨年に引き続き防災・減災を知るきつかけになればとパズルを用い

た啓発活動を麒みました。最後に、みんなで集合写真を撮つて楽しい大会を締めくくりました。

松延地区子 ども大会

I吉 、私が子 どく)だ ンった頃、大人の 人進が、夏休みに肝試 しを してくれた。ただ、おキ

の問から入り、来〕ヵの右を怜 つてくるだけのことだった 1サ ど、とて 4)怖 くて、今で幸)忘

,し ら,し /1｀ い,/ド υ♪rど も,と に も大 入にオド́ ,て もき,し らオ1な いようオだれ丁かを した tヽ  イん

な青 1/｀ 午指導員の 占か らな′lF地区子 ′1)大会 十舟「試 (フ 〕が始まってちょう′ 10イ トに

な りよすっ

夜‖Iの開催′t｀ どどこの地 ∠もや つてなかった事を始めるには、学肢側のご丁l!付ギとご腕

ノJ無 し1と はできま式rス ′で した。

rど も達のためにやってや りたい。松延を巣立ナ)、 日本中、 1世界中に羽ばたい

て行った子 ど ()達 が、
「
古、引〒試 しをや ったな。|と 思い出 し、「か,の四〕で、今度は 自分

が子供を育てたい。Jと 思つて くれるよ うな地域 をつ くりたいぅ一― その青少年 1帝 導 Fl

の金仁式 致の思いをくんでいただき、夜間の開催が実現 しま した。

1「試 し会場の設営に「
k、 以白1旭北公民館でおイヒけ屋芳l(を 作 つていた、松延 防々の OR、

rど も会役 l10Bの皆 さんにお手伝いいただきま した。

松延小学校体古館から出発、1オロトの臨 ドか ら1■ 科室、2牲のぼFド 、図工事とに1り 、 1
階の夕l)k口 までのコースを,「午少 しずつ変えなが らの、お化|1屋敷作 り、子ど (J)予 k ti

l前 の年より怖 くなってる。|と 大評判です。 了ども達のlヽl添で人場 した保護

`の
リピ

ー ター も多 く IL汐 のおぼけ歴放よりl† い。 士お墨||き を頂いてい主
｀
).ll(学 年の子

ど帯】たとは、人日か らお化け屋敗に入ることモ)出 来ず、リタイヤする 卜、Ы張つ てはイ,た

ものの人泣きをして出てくる r、 ィヽ′きなが らも「去年は人 口で リタイヤ したけ′'、 今年

は頑ザFく つたの 1と 報告 してくオじる 子と隊 ヤです。高学年で )ヽ｀
′気な顔を しなが ら )ヽな

んであんなにlriく したのさ !(マ ジ去年より)コ ワイよ 11+ィtt〕 居ないのに急に風が

吹いて来た り、 ドアが開いた りするんだよ。 ビビッたよ― !|と 代興奮で
‐

'。

この高度

な技は、おや しの会の メンバーのおかげ、それぞメlの特技をいか し索I時 らしい装Шを作

り上げて く,l′ ます。  今年は、50周年 とい うことで、平塚広報、タウンページの Tく

籾 も受け、記念すべき年にな りました。これか ら りヽ1子 ど )ヽ達 のために 11を 今 詩葉ヤf

活動 していこうとすよいます。

碑f暦地区 子ども大会

平成30年 5月 13日 、第50回 みずほ地区 子ども大会が開催されました。

当日は天候にも憲まれ、
―
,加児童数は過去最高の300名 、幼児・大人も含めると384名 の多如となり

ました。

私違みすほ地区では、4回 目となる陶芸教室を開催しました。

本年度は、青指メンパーも大幅に査わり、過去の子ども大会を経験した指導員は2名 しかおらず

企画・準備.実行にあたり、指導員全員で考え、意見し、情報を得ながら不安を1丈えないよよ開催

しました。

しかし、育成会の皆様、各自治会の曽練、各団体の皆様のご協力のもと、事故や怪我もなく、

無事開催することができました。

参加してくれた児童たちもみんな楽しく陶芸を体験することができたのではないかと思います。
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山下地 区子 ど弩】大会

山下地区の 蜀どfも 大会は、伊す年、山「
小学校の体古姉 を会

')に
今

年は ('月 1 6HIこ 開 lll!し ■ とフた。竹tr今 年 littlflが 多くチと生 し、 〒

どヽ大会の 日 ,ヽ台 爪 が ,二

'と

JJる 予報 ●白句日まで出I艦か危式ミょォしま し

たが、当日「 }世 F空 が広が り、他攻r7)r llィ )(公 日和 とな りkt_た 。

‖4=午 と今liは ドッヂボー
'レ

ペ会 士 代中檻鰐してが、未 |[学の rど 鷲Jた ら

(■ く,楽 しん でく)ら うため、ハー フタイムif障害物差守卜を行いま した。

開 lrl!に

',た

)て は、事白年の調整や 4勿 品の調達な ど、当 日主での様 々

なイ件備 を メンバーで分 IH l′ なが ら行 い主す、「kた 、 11ド 小r´ |て (′
l校

長先′卜を始め として多 くの先生方、小学校 PTAの 誉 さん、 さ |)に

や■中学生ボランテ ィアの ご協力 をいただいています。

子 ど )ヽ大 会は、われわれ 古少年指導員に とつて地 ll咤 の子 どく,た サ)

と顔 を合 オ,せ 、 キイに楽 しむ ことのできるデi重 な P「 F司 であ り、地域

の了ど葉)た らの健や かな Jlく 長 を リホー トし、地域 に貢献できる機 公

です。 これか らも了ども大会の lc)_を 図 るとともに様 々なィ手申llを 通

じて、 rど く)た ち tと た くさんの笑顔が届 けられ るよ う努 めていきた

いと思いま〕

使つた試合
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今回の胸芸教室のなかで、上手にできた児童、思う様に作れなかつた児童、結果は様々だつたと思います。

ただ、日頃なかなか経験できない陶雲という創作活動を通して、児童たちが地域の普標、父兄の皆様との

交流を深め、ものを作る吝びを感じてもらえたら有り難いと思います。

第50回 みずほ地区子ども大会を終えて～
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第50回 むでしこ地区 子ども大会

第50同の「なでしこ地区子ども大会」は,テーマを「グミと,ごはんを使つたお

だんご♪,そしてキーホルダーを作ろう !!」 をテーマに,6/24(日 )に
なでしこ小学校の体育館で開催しました。
大会当日は,子ども94筈,先生5名 ,協ノ」団体 (PTA,防 必じ支部,体育振興会

など)合わせて約¬20名 の参加で,盛大に開催しました。
・手作リグミは,アう`さ氷シロップとゼラチンで !

。おだんごは,ごはんをビニール袋でこねて,五平餅風に !

。キーホルダーは,カラフルな組を使つて作成 !

と,参をBした子ども達大人も一緒に楽しんで作成〔^♪ .美味しく頂きました。
なでしこ地区の〒ども大会は,物づくりと,手作り食べ物を1年ごとに関健して

おります。つ後も,青指メンパー8名で力を合わせて,参加する子ども達の笑顔
あふれる楽しい大会を目指し,また,続力して煩ける大人・膏指メンバーも一緒

楽しめる,子ども大会にして行きたいと思つています。
以上

なでしこ青指―同
(音澤,稲毛,豊田,滝沢,林,田中,石川,田遅)

～腑庫地区子ども大会～
実施日 5同

'9日

今回lk‖‖市平でのオリエンテーリング、久しぶりの外での開li拮 となりま t´ た。

まずは湘市平まで歩いて登ります。山の中、一人ではあまり歩かない遊歩道を

登ってちょつたパテ気味 …。 (大 人の方か?1)で も頂上では、J上 の仲問と地図

とヒントをもとに考え、ポイントを元気に探し回つていました。

天候が少し危ぶまれたものの、多くの中学生ボランティアやPTAの 方々に詫)

協力 1ン ていただき、無事に開催することができました。

今年の子ども大会は平塚市としてく)、 また松が丘地区として 1)

記念すべき 501引 日の大会になりました。我が松がFは代々、子ど

も達が主体となり企画 。運営を行つており、今年は 11名 の 5、 6

年ノli実行委員が盛 り立ててくオしました。青少年指導員、地J或 の大
人たちはその活動を支援、見守っています。 r供た

')の

日を輝か
せ生き生きとした活動か

')、

大人た佐)はパワーを賞い、地区全体
が l習 エネルギッシュな空気に包まオRフ ます。今年はなんと、 19
8人 の rど も達が参加 してくれました。
さて、今年の松が丘 rど {ぅ 大会は練りに練つて、次の運動競技

2種 目 ①シャ トルラン② ドッヂポールや、レクリコl― ション‖の

高い⑥ボール投げ④スリッパ飛ばし⑤ス トラックアウト⑥ペット
ボ トルボーリング⑦立つかみを行いました。6)1の 初夏に思いっ

きり体を動かし、イ|:をかいたときに待つていたのがかき水です。
r供たちは1(い列を作り、I陳番にかき水を貰います。 |11に は 2杯
日、3+l〔 日の子も。シャ トルランでは基礎体力を測り、大縄跳び
ではチームワークを、そしてなにより白熱 したのは ドッジボール。
中にはテクニックや手先の器用さを競って楽しみ、仕上げには人
人も参加I、 企員がパン食い競争で夢中にパンをくわえてゴール !

アッという問に時間が過ぎていきました。どの競技も 5、 6年判i

のお兄さん、お姉さんが低学年の子ども達を気遣い、 体感の中
で、人盛況のうちに終わった今年の子ども大会、今から来年の 51

陣1大会が楽しみです。新 しい rど も実行委員の力で盛り上げてⅢl

えると期待しています。

2018(平成 30)年 6月 16日 (上)曇 り。午前 9時より、
松原小学校で第 50回 !: こども大会が開催されました。
前日からの雨で、当日は雨バージョンの体育館でのゲーム大会
となりましたが、大会には 1年生から6年生まで総勢 127名
の参加があり、 13班に班分けし、輪投げやユニカール、イン

トロドンなどの 9つのゲームに挑戦。

5・ 6年生が低学年の面伸1を見ながら 刊種目10点の競技を

90点満点目指して頑張りました。最後は5班 と6班が 58点で

同点の接戦 ! そして最後の競枚のボール送りで 3秒の差となり

6班が優勝しました。そのあと 1位から3位の表彰があり、

参加者全員にパンが配られ解散しました。

末筆ながら、今年もPTAの 保護者の方々にお手伝いを頂き、

子ども達に怪我もなく、無事に終了することが出来ましたこと

お礼申し上げます。

賑わいW 今日だけは廊下

祝 子ども大会 50周年/崇善地区

平ども大会 50同年おめでとうごぜいます。これまで主催者として関わつてこら

れた膏少年憎導員の譜先輩、学校・地域請団体の関係者、そして、中学生ポランテ

イアの曽古んへ感謝と敬重を表します。調にありがとうこぎいました。

当地区は、以前ウォークラリーや紙飛行機など内容を毎年変えていましたが、

2005年以降は小学校運動会に機昭する

'シ
スをメインイベントにしています。子

供達の笑顔はエネルギツシユで緊敵です !私たちは「ありがとう」を合日票に、子

ども達が地域の方々と触れ合えるよう大会運営に取り組んでいます。督段の生活で

子ども達から緊直に 「ありがとうJと言えるようにと騒つています。

相模地区子がも大会 子月

″

今年度の相模地区子ども大会は、毎年恒例の「ドッデボール大会」を

6月 2日 (■ )相模小学校被庭にて開催いたしました。

天候にも恵まれ枝庭には、元気な子どもたちの声・楽しそうな顔を見ること

ができました。

子どもたちは勝利を目指して無我夢中で試合に取り組んでいました。

今年度も相検小学校・相模小PTA・ 中学生ボランテイア・地域の皆様のご協力

で開催できましたことを心から感謝申し上げます。

<7ライン

'T・

ィスクゴ!ι7>
昨年鷹から仲間ハ|:。 ニュースポーツとして

市も昔晨に努めてい事す。‖…fしこ違って、

手ィス

'鵬
Hlfttι l′

<ストラック

'ウ
ト>

すっ殉‖はどじ勢の機構。鞘 臼い惨持いへた

で0白1,的の慣か組んだことa子どもの

気持与か笠 うと期 勝.構刷で奪。

<大声ヨンテスト>
椰開した〕巳E勝Ⅲむたこ120Fン下↓′

fわ―J「 あ―J「 と,一 J「 !Jね i―』どと、

好勢 糠 ぞ叫び書む。
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彙偉のηログラム博毎年この種日。′0″

al競争のか`うに、A車子強 をこう勝む。

黒偉惨大A与ハって,六盛
`I上

白lBI′ f

⑬ 翰
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富士見地区子ども大会

〔
，

イ

今年の子ども大会は第50固としヽう師目の大余となりま した。

沢山の子どもたちの実顔を楽 しみに育成会、各協力団体、最近では

山E団体も加わり

'辰

わいを1曽 してしヽます。さらに学校関係、中学生

ボランテ ィアの参力Dは潜地区の一体感を感 じます。

港自治連の l窃力により、記3と してタオルを作成して、参ガ8して

くれた子どもたちに配布することも出来ま した。

子ども大会終了後でも、港1芭区のイベン トのとき、配布 した

タオルを持 つ

子供を見ると増 しく

′思、います ♪今年も富士見

小準機の検庭

に 500名近い

児童が集まり、

地域の大人と

ゲームを楽 し

みました。

他にも、「飛び

越 しくぐり」

や「PK戦」、「ビ

ー玉運び」が

あり、いるい

るなことに挑

戦できます。



凹之甘AL区子どt)大会を終えて

フH之宮地区i了 ど1)大 会では、

1年生から6年生まで総勢 157

名の参加がありました。体古館

をЧ4分 |と 分け、ジュニアリーダ

ーズクラブの方々の ドで身体を

使ったゲーム、古少年指導貝の

ドではミニゲーム (ス トラック

アウト、ユニカール等計 6種類)を 実施、 rど も津の笑顔のもと、大人

も楽しませて頂きました)ま た、チーム分けを行 う際は、 1年生から6

年生のれ合チームとし、上級生が下級生の面倒を見るよう工夫 しました。

催 し物の内容など、見直していけなければならない点が多々あります

が、子供達の集顔のため、またその笑顔を見て大人も一緒に楽しんでい

きたいと思つています。

当日ご脇力頂いたジュニアリーダーズクラブの方々、毎年助かつてお

ります。子供達の心をlJむのが本当

に L手ですね。了供達モ)本 当に楽し

そうに遊んでいました。うらやまし

い限りです。ありがとうございます

来年も是非ともよろしくお願い致

しま―
l~。

,凹 之宮地区青少年指導員 安楽知己

も
第50回 の中原地区こども大会は、6月 2日 (■ )、

中原小学校のご協力をいただき、検舎内で開催を
致しました。参加人数は350名 、来賓、ボランティア、
保護者、役員を含めると総勢540人と大規模に大
会を開催することが出来ました。平成25年以降、か

るた大会からおばけやしき大会に変更し、早くも今
年で6回 目の開催となりました。

実行委員会では、毎年反省会を行い改善点を修正することは勿論、少し
づつでありますが、おばけグッズや備品の購入、また大勢の方からの寄付
を募り、この大会をより盛り上げようと努力をして参りました。地域の皆様の
ご理解、そして連携の中で、お陰様で、毎年参加人数を伸ばしながら大会を
継続して運営することが出来ています。

花水地区
青少年指導員協議会

「旭地区子ども大会J

旭地区子ども大会は、旭小学校にご脇力をいただき、旭小学校体育館で 5月 12日

に実施しました。内容はプロジェクトア ドベンチャー (Project Adventure)を 意識

した保護者参加の「仲間′うくリゲームJと なります。当日は多くの児童・保護者・木

就学児に参加いただきました。

開会の言葉から始まり、枝長

先生のご挨拶、準備体操のあ

と、緊張をほぐす目的で 「握

手ジャンケン」「みんなおに」

を実施し、チームを編成する

目的で「人数あつめ」を実施

しました。未就学児を対象に

したゲームは「よ―い ドン |

を実施し、続いてあらかじめ

決めておいたチーム別に「ラインアップJ、
|ス タンド・アップJ、

「協力玉入れ」、「フ

ープリレーJの 4種類のゲームを実施しました。子ども達の元気な姿は、何よりも輝

いて見夕、大人達の′bを癒してくれるものと改めて感じることができました。子どモ,

達には、この子ども大会を通 し、仲問や地域とのふれ合いの大りlさ を少しでも感じ取

って欲しいと思います。最後となりますが、旭小学校の諸先生方、P rA学級リーグ

ーの皆様、旭学重保育会の指導員の皆様のご物力で「第50回旭地区子ども大会」が

無事行われたことを青少年指導員一同心よりお礼中し_Lげます。ありがとうございま

した。

「祝 !第 50団 南原地区 子ども大会」

2018年 6月 17日 (日 )108き～」5

蠍 南原」嘩校で、「みんなで〕【戦 !ド ミ

ノ倒し&bl出グーム」をテーマに関催 !

楽しく過ごしまし危

ドミノは、日本トミノ

協会から2万個レンタ

ルしました。全員が

様寂な形のユ
'び

つくり

に真剣に取り組み、時

には倒れることもあり

ます力ヽ めげすにつな

いでしヽきました。

真土地「■第5(】 可 rど t,大 女を終えて

乱!徐の第50μ l日 当日、前日の llが

'(り

,f年か手りの小学校体育館で行われた。

史J!地 |■ 伝統″,里}外炊 tll Jが 111来なくなり調
'I室

をf背川]し 炊事を行う事そtフ .々

真JI地十〔で統いくい主すf ttr外

"(事

」は被にで火を起こしカレー・シチュー等を

作りながら、空いた1+硝]で「お楽しみゲームIを行しヽます,

アウトトアが好きな子(家庭)1主 人を起こす作→_は ,kく 打lっておりますが、

体験していない子にも大を起ご,作業を行つてギ)らい、人Jを体験することが

近い将来の防災訓練の一つとも考えます.

「お楽しみゲー′、」は子ども実行多員会を立ち 111ザ 、rども実行委員のアイアアを

取り入れる形にしております.

子ども大会の開催時期については、春に行つていた時ナ胡もありまと′たが、

こと数年は秋に開催しております。運動会は、春に済んでいる事、11月 前後ですと

1年生もやつと学校に慣れてきた時,切 、

5・ 6年生咤〕下級生の面倒を見れる頃だと思います。

今回子ども実行委員5,6年生で全員女子でしたが、

来年は男子の参加も希望します。

横内地区子ども大会

11月 4日 (→ う雨を心西ど1る社の,ミ
′しを見上げなが ,,、 協力をいいた団体の

方々と41備 を開チムしました。「今年度ti 5 0怖 の記念の大会なσ)で、終わるまで

降らないでほモッい| という思いは伝オ)・,た kう です`、幸い ‖↓噛な月ヽ雨があり

ましたが、Tど も大会を令11で楽し,■ ことができました。

7ど t)大会は、6)|の 地区:活 DJの 十卒業41に よる高校紹介Iが終つて、 7)l

の定例会で提案した後に若手 t′ ています。 現在の内容は、先輩青指か
',引

き

il米 いだイベントを改善しながら、すべてを全員が楽しめるように、「障害物のゲ

―ム|と 十的を狂Цう4種類の ミニゲーム
1

「チーム対抗の地域()× クイズ」と、数

年前から行つている、
「
低学年から高学

年に全員でハ トンをつなぐ全員リレー
|

で1古成しています。  |リ レーって私もたるの?やだな― !|なんて言つてい

た子も、 リレーが夕′`まると熱の入つたナよ援をして、真御1に オつていikし た。

当日の和1」4は 、青指・青指()II・ 小 P・

中P・ 育成会。中ボラ・体振 ,生 きがい

事業国の皆さんに脇力をいただき、準

備・受付・ゲーム担普・カレーつくりな

どを分担して進め、安全でスムーズな進

行を心掛けて行いました。協力いただいた皆様に感謝し、今後モ)継統できる子

ども大会 と、地域が 1島 力し合える活動を進めていきたい と思います。

解
五
月
十
三
日
（
日
）
に
第
五
十
回
花
水
地
区
子
ど
も
大
会
が
花
水
小
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
、
小
学
生
七
百
名
、
幼
児
百
名
、

保
護
者
三
百
名
、
ス
タ
ッ
フ
三
百
名
（概
数
）。

天
気
に
恵
ま

れ
、
運
動
場
を

目

一
杯
使
っ
て

の
い
ろ
い
ろ
な

コ
ー
ナ
ー
運
営

が
で
き
ま
し
た

日

ドミノ倒似 脱出ゲーム、

謎解き、人間知恵の輔、ほっ

とドッグつくりなどを行い、

浜
岳
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
は
ボ
ー

リ
ン
グ
コ
ー
ナ
を

企
画
・準
備
・運

営
で
大
忙
し
。

ボーリング

ほ
ん
の
一
部
の
紹
介
で
す
が
、

花
水
小
学
校
、
各
種
団
体
様
、
御

協
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

枚
庭
の
芝
が
生
い
茂
り
、
土
の
香
り
と
木
々
か
ら
の
新
緑
の
香
り
が
南
の
風
に
よ
み
れ
な
が
ら
、
八
幡
地
区
を
駆
け
抜
け
た
６
月
３
日
、

第
５
０
回

八
幡
地
区
子
ど
も
大
会
が
約
１
３
０
名
の
子
ど
も
の
実
顔
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
指
導
員
６
名
全
員
が
今
年
度
か
ら
の
新
任
者
で
あ
り
、
日
も
浅
い
状
態
で
子
ど
も
達
の
心
を
つ
か
み
、
有
意
義
な
時
間
を
与
え

ら
れ
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
前
任
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
そ
の
不
安
も
段
々
と
使
命
感
へ
と
変
わ
り
、
な
ん
と
し
て
も
や
り

遂
げ
る
と
い
う
意
欲
に
満
ち
濃
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日

・
・
・
学
校
教
育
関
係
者
や
踏
団
体
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
小
学
校
の
体
育
館
に
開
始
の
合
図
と
と
も
に
子
ど
も
達
の
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

怪
我
の
無
い
よ
う
に
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ツ
プ
。
そ
の
後
神
明
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
空
気
を
揺
ら
す
迫
力
の
あ
る
演
奏
で
、
子
ど
も
達
の
心
盟
る
気
持
ち
を

一
時
抑
え
る
と
、

見
え
る
は
ず
の
な
い
音
色
を
探
す
か
の
よ
う
に
指
揮
者
の
先
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。
演
奏
も
終
わ
り
体
育
館
全
体
を
使
い
５
種
の
ゲ
ー
ム
競
技
が
開
始
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑

え
て
い
た
子
ど
も
達
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は

一
揆
に
最
高
潮
！
そ
ん
な
笑
顔
と
笑
い
声
で
満
ち
浴
れ
た

空
間
は
い
つ
の
間
に
か
心
が

一
つ
に
な
り
、
夢
と
希
望
に
向
か
う
小
さ
な
背
中
を
少
し
押
せ
た
の

だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の
心
も
達
成
感
と
充
実
感
て
、
い
つ
の
間
に
か
梅
雨

の
訪
れ
を
待
つ
静
か
な
音
い
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

八
幡
地
区
子
ど
も
大
会

QQQQQQ QQ
大会当日、子ども達の表情はこわばつてい

また、楽しんではしゃいでいる子もいます。
怖いのに、、、。怖いけど挑戦したいので
しょうね。そうしたドキドキワクワク感も、
毎年の参加人数に表れているのだと思t

―方、来資、ボランティア、役員等の大入
であります力や、大人達も、この演出をした
ら子ども達の反応はどうだろうか?このおばけに変

装したら喜ぷかな?それとも、怖がるかな?などなど、大人達自らも楽しみ

ながら企
が、企画
今後も、老若男女が楽しみながら、
地域との連携で発展させて ヽ

いきたいと思います。  Ⅲ
‐`` ― 大会にご協力

には、改め
上げます。

中原地区青′歩`年指導員 ―同

ベースランニング

最後に、みんなでつないだ

ドミノを倒して無事大成功 !

０
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「沢地
`rど

ヽ大会

今年の古沢地「

`!′

ども人会は 501J十 にIを 迎える l・ となりました、  町:

年カギリ、占沢地 |ユ 去、れあい夏まつりと 1可 日に開士Iし 2部 41に するIIfで 、

できるだけタノくの了ども達に参加 していただけるように山じ慮 し́、お1禁様

で328名 のナJに 参加いただく芋ができました。

｀
r成 30年 8月 11日 (■)9時～ 21時

第 1部 : パークゴルフ体験 (湘南ひらつかパークゴルフ場)

第 2部 : ミニクレープ販売 (吉沢地lメ ふれあい夏まつり会場)

「大自然で遊べ !き さわ

の子どもたちIと 題した

パークゴルフ体験の
'停
備

には、湘1コ ひらつかパー

クゴルフ紘会会貝様との

スケジュール調整や指導

貝確保のために、何度も

||ち 合わせを行い、当H

まで滞
'り

なく会をド‖l「す

る事ができました。 こど

も大会の案内状に「平塚

「,ち いき情報局・古沢地

区古少年指導員」ページ

ヘリンクするQRコ ー ド

を設け、当Hの雨天時等

の連絡方法を工大 した点

は、ご父兄から大変好評

でありました。

金田地区子ども大会

～今日白Bら、君も阿要家 r～

金田地区では、これまで花菜ガーデン

を会場にしてウォークラリーを行つてい

ま したが、 8乍年度より市内にある工房の

協力を得て「
缶]去 数室を実施 しています。

実施日は ド云術の不火』にちなんで ‖0月

開催 (今 年度 |よ 28日 )です。予算の関

係から材料 (ホ占土)の費用は自己負担 (―

吉8子ども大会予算メ〕`ら補助)で すが、多数の子どもたちや保護者のブj

に参加いただいてます。

当日は、中学生ボランティア (KVC)を はじめ、小学校PTA・ 子

ども会育成会の方たちにも協力をお駆いして、粘上を前にして悪学ナ苦

闘している子どもたちへのサポートをしていただいています。

昨年度、ε年度ともに子ども大会当日の子どもたちは、生き生きと

製作活重lに取リイ̀Eんでしヽます。また、焼さ上がった作品を受け取る時

の子どもたちの安署爾慮晒動葛確す。

参考きで

・材料費|よ 「色つけ」「焼

き」も含めて600gの
粘土で600円です。

・製作に跡要な遵具は、エ

房で用意してくれます。

。焼き上がるのは、 lヶ月

半後くらいです。

土屋地区子ども大会
「第50回 平塚市子ども大会」おめてとうございます。
今回の子ども大会の種目は「ユニカール」 '̈“ ユニバーサルカーリ

ング"の略でスライドカーペット上に専用ス トーンを円形の目標地点
により近づけることを競う陸上版カーリングです。これは子どもから
年配者まで楽しめる競技です。

当日は子ども40名 (幼稚回・小学生)と 多数の中学生ボランティ
ア・大人で総勢90名 参加でした。
上屋小学校体育館内に7レーンを設置して1チーム4～ 7名 で構成し1

ゲーム交互3投 X6回 の合計点で勝敗を決めます。
殆どの人が初体験の競技なので、始まる前はどうなることやらと思つ
ていましたが、始まると会場は熱気に包まれました。

「エイヤー」「うりゃ～」「よいしょ」「いけ～ !」 「よつ
しゃ一」「いいぞ !」 「しまつた～」子ども達は元より中学生・来
賓・先生・自治会長も夢中でストーンを滑らせていました。
重さ3kg程のス トーンなので幼児達はとても重かつたと思いますが一

生懸命でした。
小学生も最初は投げ方やゲームの方法も分からず、ぎこちない投げ

方だったのが大人と一緒にやることで投げ方や戦略・戦術を覚え終盤
は自分たちでセルフジヤッジを行いスコア付けまで出来るようになり
ました。

「温故知新」とい諺があります。「音の物事を良く知つて、そこか
ら新しい知識や見識を得ること」ですが、正に今回の子ども大会は
“50周 年記念大会"通 りの展開で「50年前の子ども」と「今の子ど
も」が楽しく大人と一緒になつてやつたことで、自然と学んだことが
多かつたのではないかと思います。

これからの少子高齢化問題で、いま本屋で売れている書物に「未来
の年表」という本があり、 れ

人口減少日本でこれから起きること"¨・

公共サービスの低下・学校統廃合・後継者不足で大廃業時代等が載つ
ていて読めば読むほど未来が “お先真っ暗"で はないか。
でも、今の “現役"力くリタイヤした時に “未来の現役

中
にこの社会を

担つてもらわなければならず、そのためには今出来ることをしっかり
やつて次世代の糧になってくれたら幸いです。

毎年同じ事をしているつもりでも、毎回改善点が見つかります。

今までは小学校児童を中心とした考えでしたが、来年度は

参加者全員(来賓・保護者)1こ配慮した大会運営をしたいと思い

ます。

1009/oは 無理ですが、100。/6に近づける努力はします !

豊田地区子ども大会

平塚市子ども大会第 50回けHlど おめでとうございよす。

我が地 )く でも5月 第 2上曜 H古空のもと、小学校体古館でミニ

運1)l会 を行いました。旧ととばし、ボール送り、的入れ、障害物競

ノとなどが iiな 内容です。

今年最大のイベン トとして 7地区の参加日/企員色分けした折 り

紙で「こいのばりJを作り泳がせました。それがこの作IFIです。

子どもたちが短時間で造り上げ、よく頑張つてくれました。

《神田地区子ども大会》

1兄 50周年 1受け継がれてきた子ども大会の歴史 !

そして私達は、これからも子ども達のために・・・

|

城
島
地
区
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大
会

金 目地区子ども大会 岡崎地区子ども大会

第 58回子ども大会を終えて

侃 第50回今日
'也

区子ども大会は、恒例のウォークラリーを開催しました。

子ど導)た ちは 10名 蔵t後 のチ‐ムを作り曲し布されたコマ地図を中Hり にウ月―クラ

リーをスター トして行きま〕・
エコ・ミ,―ジアム「金Hま るごと陣物虫,Jに〈卜録

されているいくつかのポイン トを巡り、各ポイントに設けられたクイズを解きなが

ら、約 1時 r門か
'Dl時

間半かけてゴールを目指しikす。

Fど )ヽ大 会は、私たt,青少午指導員だけでなく、llち 合わせ合同会議やコースの

合同 ド兄の段階から関連,ど団体等多くの方々に文えられて、開催しています,

rど も達には、この rど も大会を通して、地域の方々や金Hの 自然・歴史とネれ

あい何かを感じて1主 しいとF)(っ ています。

以 上

R    
ャ 平成30年 6月 17日 (日 )に岡崎小学校体育館にて、「えがおてつながろう～岡

崎の “わ"」 のスローガンのもと、「第 50回平塚市子ども大会 岡崎地区大会」

を開はしました。

岡崎地区青少年指導員協陰会が主催となり、岡小 PTA・ 中学生ポランティア・

小学生ボランティア・地域の方々など多くの方のご協力のもと、100名 を超す

小学生が多加してくれました。

今年はあえて体育館で実施してみました。お天気の心配もなく、子供たちも

それなりに楽しんでくれたのではないかと思います。

プログラムの最後には子ども大会 58周 年を祝し、全員で人文字の記念撮影を

行いました。

来年はもつと多くの子どもたちに→加してもらい、より盛大で楽しい子ども大

会を開催したいと思います。
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